
関空⇒天津
2022年9月20日フライト



GS7978 9月20日 関空⇒天津

※この時点で関空はリニューアル工事の真っ最中、３Fは立ち入り禁止。３Fは飲食店とお土産物など
ショップの主要階、事前購入や事前に食事をおすすめします。
フライトの3時間前につきましたが、まず48時間以内に2カ所で受けたPCR検査の陰性証明を提出しどこの
クリニックで受けたか記入する⇒最初の窓口で陰性証明のチェック、キットを渡され、チェックインカウ
ンター手前で抗原検査⇒15分待たされて陰性の線が出るとチェックインの列に並べる。（エラーが出ると
検査やり直し）⇒チェックイン、その後中国到着後の税関事前登録、天津市が要求？事前の登録を行う。
スマホ必須です。（この時点で1時間少々要する）⇒安全検査・出国審査はガラガラ。免税店はそこそこ空
いていますがコンビニが閉まっておりおにぎりなどの小食を買う場所が限られる（売り切れている）事前
に購入し預け荷物に入れておくか、昼食を空港到着前に食べておいた方がいいです



搭乗した飛行機を担当する医療チームの方がドゥインでまとめていました
ほとんど中国人、日本人14名、カナダ人1名
割と時間通りの到着ですね
53％ですからガラガラの部類ですね

関空⇒天津飛行中は飲食の提供はなし、水のペットボトル1本でした
乗務員さんが全員防護服でした。CA・保安員が全員防護服はちょっと驚愕

この徹底ぶりには脱帽ですね。



天津空港到着後の流れは日本人会で紹介のとおり変更なく

ホテルまでの移動に使用するバスに乗り込んだ後
1台1台預け荷物を自分で運びます

バスへの乗り込みは税関、PCR検査を終えた
順番で1号車から順番に乗り込みました

ここが大連到着時と全く違うのですが。。。
中国人と外国人の差別なく（天津は公平だ）
同じバスに乗り込み、隔離ホテルも同じになります。

中国語ができない人は困るやろなー



その後北辰区にあるホテルに到着

天津に住んでいないのでどういう地域かはわかりませんが

特撮撮影に使われるような工業区にいきなり警察署？みたいな

たなびく中国国旗。。。。これがホテル？が出現

バスの中でこれはハズレやろって一目瞭然の外観

明らかに隔離用に突貫工事で作ったと思われる

（すいません天津在住の人には失礼ですね。

しかし、6月に経験した大連での隔離と比べてしまいます。。。

天津日本人会の紹介では確かヒルトンホテルやったのに。。。。

ヒルトンに泊まるはずが。。。。。（心の声）天津航空とJALとの

差なのか。。。



入り口で荷物消毒して1台ずつチェックイン

ホテル到着からバスの中で1時間ほど待ちましたかね

6号車だったので

ここで荷物の安全検査ないよなって気づく

一緒に移動していた中国人は日本で買った煙草をいっぱい

預け荷物に入れてましたがスルーで大丈夫だったみたいです。

その後、部屋に一人一人入っていく

エレベータ2台のため、異常に時間がかかる

エレベータが１Fに到着するたび消毒

そして４F４F、５F５Fみたいに行けって、フロアを告げられる

部屋に着く、まだお金払ってないよね。いいのか？あとで取りに来る
やろ



部屋はそこそこの広さ

しかし突貫工事丸出し 廊下からの音漏れ激しい

Wi-Fiあり（速度遅い）、テレビ完全ローカル

しかし、なんせ日本語の案内はまるでない

中国語できないときつよなー

冷蔵庫ないし、案内にタバコ吸うな、酒飲むな

ワイマイ禁止、健康第一みたいな。。。

消毒剤やるから部屋の掃除を毎日しろ！

なんでやねん。。。。

ちなみにたぶんホテルで隔離だったらシーツとタオル交換して

くれるがそのサービスなし。。。。これはないわーーーー

そうここは収容所

突貫丸出し

消毒剤が毎朝配布される



翌日、2日目ですね。これが1日目にあたりPCR検査

朝の6時にたたき起こされる⇒門をノックされ起こされる

部屋を出ると、名前は？名前を言う。喉の奥をゴリゴリ

（これが隔離中に感染者が出て検査回数が増える

2，3，5，6,７日目に実施って7日間のほとんどやん）

ほんとは2，3，5，7日目の4回 1回16元、

プラスされた分はは無料でした。

朝一にPCRせんでも。。。囚人気分満喫

ホテル名

喆啡酒店

一泊260元×8日 食費90元×７日

PCR検査+7日目の環境検査合計94元



毎日体温を7時と15時に報告

部屋の張り紙には13時と書いてあるがここは中国

細かいことを気にしてはいけない

部屋に懐かしの水銀式体温計あり。。。

しかし私は持参した電子体温計で図りました。

隔離中は、医療チームのウェイシンがありそこから

指示連絡が来ます。全て中国語

中国語できないときついよなー（翻訳機能使いましょう）

ちなみにPCR検査のみ医療チームへ支払い

ホテル代は管理会社に、食事代は提供会社にそれぞれ支払う

当然ファピョウもバラバラ⇒なんてめんどくさい！

やっぱここホテルではない。サービスはない

(領収書は隔離・健康観察後に要求しました）

7時13時⇒7時と午後3時って意味か？



事件勃発

4日目に医療チームのウェイシン連絡

我々のフライト搭乗者から感染者発生

この影響でPCR検査回数が増える

私は事前に感染者が出たことを察知していた

なぜなら前日夜、私の部屋のハス向かいの部屋から

病院へ連れていかれる現場音を聞いていたから

翌日ハス向かいの部屋の門に感染者が出たため

使用禁止の張り紙が貼られた

この時点では隔離期間の延⾧を覚悟しました。

結果的に延⾧はなかったのだが。。ヤレヤレ

感染が間近に迫った緊張感がありました



食事は完全ローカル、コメまずい

これで1食 30元ってぼったくりやろ600円やで！今

そういう気持ちにさせてくれるメニュー

たった1度ジャージャー麺の日があった以外

昼と夜はほぼ写真のメニュー

7日間のうちメニューかぶりまくり

そうここはホテルではない、収容所

隔離から3日目に同じく隔離されている中国人の友人から

メシまずい、しょっぱいアヒルの卵とザーサイいるか？って質問

いる！と即答。翌日届けられた

確かワイマイ禁止やったよな。。。。どうやって？

ここは中国、細かいことを気にしてはいけない



事件勃発２

8日目の朝、部屋を片付けチェックアウトを待つ

最後に写真とっとこ！

と、朝の5時50分ごろに医療チームのチャットが届く

えーーーーーまたーーーー！？？？？？？

内容は7日目に行う最終のPCR検査、環境検査で

陽性が出たとのこと。。。。

暫定で今日のチェックアウトは中止の通知

どうなるかは政府上層部にお伺いを立てるとのこと

もーーーお願いしますよ～



部屋を後にし下に降りると行列ができていた 朝の通知を受けた後、8時、10時、11時 解除通知をまつ

『フライトに間に合うのか？14：55発やぞ

ダメならダメでキャンセルしないと。。。』

自分の中で引いていた12時までに連絡がなく。。。。

仕方なくフライトをキャンセル。コロナ原因の為キャンセル料は０

と、12時10分ごろ。。医療チームから連絡で

予定通り解除できます。やったーーー！

ところがここから⾧い一日が始まりました。

半日遅れたため、その後の動きも遅れます。チケットがなかなか

とれずキャンセル待ちに。。。

半ば諦めかけたころ途中乗り換え有の高鐵のビジネスクラスがとれた

統計表に入力し、晴れてロビーへ降りる。向かう駅ごとにバスに搭乗

やっぱり外は最高



ロビーでは集中隔離医学観察告知書の対となる集中隔離の解除告知書を

受取り、健康コード申請。天津の健康コードは支付宝がないとダメ

私は大連の健康コード『辽事通』を見せるとそれでOKと言われる。

健康コードがないと駅には入れない

駅に到着し健康コードチェック、荷物チェックを受けて駅構内へ

そこはつかの間の自由空間。健康観察でも係の人が最後まで

付き添いついてくると思いきや、完全に野放しになり少し戸惑う

その後、ビジネスクラスということでラウンジを使用し待つことに

パスポートと大連の健康コード、陰性証明を見せると普通に使用できる

ただ、健康観察中ということで心持遠慮し端っこの席に座りました



ラウンジにいると、社区が手配した運転手から電話（中国語）

迎えに行くから大連に到着したら連絡しろとの電話だった。

大連までの高鐵は天津西駅⇒唐山 唐山⇒大連北 17時半発⇒22時半着

途中の唐山が大変、乗り換え口がなく一度駅から出る。出たとこにあった

特殊顧客窓口へ駆け込み、必死に事情説明

これしてないとたぶん間に合ってない。PCR検査の⾧い列をぶっ飛ばし

いきなり先頭へ、多くの人民の明らかな不満の目を感じつつ（実際文句が彼方此方から）

駅を出てすぐにまた入口へ、乗り換え時間は39分あったのが良かったです。

予定通り22時半ごろに大連北に到着

駅をでるとe大連登録、場所コード、PCR検査を行う。出口で防護服きた運転手が出迎えてくれた。

そして健康観察とか特殊事情の顧客簿へ登記、氏名、電車の番号と座席番号を登録

あー帰れると思ったが、乗り合いの為、大連北⇒大連空港へ 総勢5名を乗せるとのこと

私以外は中国人、全員海外からの戻り組、エジプト帰りの人も

結局自宅に着いたのは日をまたぎ1時40分。出迎えもなく直接家に帰り、⾧い⾧い1日が終わる。

翌日玄関に監視カメラ、封条テープが張られ健康観察スタートとなりました。

大連空港、多くの専用車が深夜でも待っていた



北側の窓、太陽は見れないが木々があるのはよかった

持ってきた方がよいアイテム
①歯ブラシとかは備え付けがあるが超安物なので持参した方が良い
②コップも持ち込めるなら持ち込んだ方がよい 紙コップ7個しかない
③洗濯用に少量の洗剤があるとよい
④体温計も持参した方が便利 常備されてる水銀式は時間がかかる
⑤目薬 PCとスマホを眺める時間が⾧くなります
⑥スマホスタンド・充電アダプタ
⑦つまみ・お酒は隔離中を考慮し持ち込んでおいた方がいい
⑧インスタントコーヒーや紅茶など
⑨タオルやハンガー
（タオルはバスタオル1枚、フェイスタオル1枚のみで補充交換なし）
⑩ヨガマット 運動不足解消のための体操などに使用

総括
天津の隔離ホテルは大連のそれと比べ明らかに対応力を求められます。
中国語や生活物資などいい準備していないと大変だと思います。
私のつたない体験記が少しでも役に立ちますように。谢谢


